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功””彰増”（Ｓｉｅｂ．ｅｔＺｕｃｃ．）Ｍｉｑ．ｖａｒ‐の７２ｇＢＳ加 Ｈ‐Ｂｏｉｓｓ．２ｎ＝１４ａｎｄ乙夕ｃｏｐ娼 彰ｃｉｄ鴻 Ｔｕｒｃｚ‐２ｎ＝２２ａｎｄ６６． Ｔｈｅ

ｃｏｕｎｔｓｆｏｒ１８ｔａｘａＰｒｅｖｉｏｕｓｌｙＰｕｂｌｉｓｈｅｄ ｗｅｒｅｒｅ‐ｅｘａｍｉｎｅｄ． Ｔｈｏｓｅｆｏｒ１５ｔａｘａａｒｅｖｅｒｉｆｉｅｄａｎｄｎｅｗ Ｃｏｕｎｔｓａｒｅ

ｒｅＰｏｒｔｅｄｆｏｒｔｈｒｅｅｔａｘａ： ２ｎ＝６８ｆｏｒ乙のｏ打数 ろ〆扇形焔（Ｓｉｅｂ．ｅｔＺｕｃｃ．）汎ｒｅｄｄｅｌｌ，２ｎ＝３２ｆｏｒＤｍ加 彰だ〆鴬 ＤＣ．

ａｎｄ２ｎ＝３３ｆｏｒＬッＣｏｐ娼 粥伽ｃた如“娼（Ｍａｘｉｍ．）Ｍａｋｉｎｏ‐工ｔｉｓｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｇｆｒｏｍａｃｙｔｏｇｅｏｇｒａｐｈｉｃａＩＰｏｉｎｔｏｆｖｉｅｗ

ｔｈａｔｔｈｅｐｏｌｉｐｌｏｉｄｙｉｓｆｏｕｎｄｉｎＨｏｋｋａｉｄｏｆｏｒｔｗｏＬツのめ閑 ｓＰｅｃｉｅｓ‐

今回は次の北海道産植物１３科２０種類の染色体数を報告する． イラクサ科（ムカゴイラクサ・エゾイラクサ），
タデ科 （オオイタドリ・ウラジロタデ）， ケシ科 （ムラサキケマン）， アブラナ科 （トモシリソウ・エゾイヌ

ナズナ）， ユキノシタ科 （トリアシショウマ・ツルネコノメソウ・マルバネコノメ・キヨシソウ）， マメ科 （イ

ワオウギ）， ツリフネソウ科 （ツリフネソウ）， ミズキ科 （ゴゼンタチバナ）， シソ科 （シロネ・ヒメシロネ），
ゴマノハグサ科（ウンラン）， レンプクソウ科（レンプクソウ）， アカネ科（・ソルアリドウシ）， キキョウ科（タ

ニギキョウ）． シロネとヒメシロネでは， 種内倍数性が認められた．

（１７）：北海道教育大学紀要

　

Ｓｅｃｔ．１ＩＢ，４４（２）：２７一３６，１９９４．
ＣｏｎｔｉｎｕｅｄｆｒｏｍＪｏｕｒ．ＨｏｋｋａｉｄｏＵｎｉｖ．ｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ，Ｓｅｃｔ．１ＩＢ，４４（２）：２７‐３６，１９９４．
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Ｕｒｔｉｃａｃｅａｅ イラクサ科

３６１． Ｌゆｏ“ｅαる謬る舵焔（Ｓｉｅｂ‐ｅｔＺｕｃｃ．）Ｗｅｄｄｅｌｌ（＝び“化α 彰樋能焔 Ｓｉｅｂ‐ｅｔＺｕｃｃ‐）（ムカゴイラクサ）

　

２ｎ＝６８， Ｆｉｇ‐１ーＢ， 斜里町越川．

　

日本では北海道から九州まで分布する． 北海道では全域に分布する（伊藤ら １９９４）． 葉賊にむかごをつけ，

紡錘状に肥厚した赤褐色の根をもつ特徴がある．

　

染色体数は，日本産（産地不明）の植物で２ｎ＝７４（中島 １９５５）が報告されている他，ロシアのプリモルスキー

地方（Ｓｏｋｏｌｏｖｓｋａｙａｌ９６６）と千島（国後島）（Ｐｒｏｂａｔｏｖａｅｔａｌ‐１９８９）産の植物で２ｎ＝６０の報告がある． 染色体

は小形で， 算定しづらいが， 今回２個体の植物で２ｎ＝６８の染色体数を観察した． 結果は既報と異なる．

　

ムカゴイラクサ属には日本にもう１種， ミヤマイラクサ 乙．粥αｃｍｓねｃ毎α ０ｈｗｉがあり， その染色体数は，

＆ゆかりｃｍｄｅ

　

粥αｃｍｓ加ｃ毎α

　

Ｍａｘｉｍ．として２ｎ＝２６（中島 １９５５）が報告されている． さらに， これまでにＬ．

彰γ劣覆れ〆声 でｎ＝１０，２ｎ＝２０（Ｓｕｂｒａｍａｎｉａｎ＆Ｔｈｉｌａｇａｖａｔｈｙｌ９８８）の報告があるけれどもｎ＝１３，２６（Ｓｈａｒ‐

ｍａ＆ Ｍｅｈｒａｌ９７７，１９７９）が報告され， さらに， 乙．ｃα％αｄｅ％ｓｉｓでも２ｎ＝２６（Ｂａｓｓｅｔｔｅｔａｌ‐１９７４，
Ｌ６ｖｅ＆ Ｌｏｖｅ

ｌ９８２）が報告されていることから， 基本数として１３が考えられる． 今回観察された２ｎ＝６８の数は， ５倍体の

２ｎ＝６５から二次的に生じたのであろう．

３６２‐

　

Ｕ打たα〆瞬か毎”α Ｗｅｄｄｅｌｌ（エゾイラクサ）２ｎ＝７８，Ｆｉｇ．１－Ａ， 芦別市夫婦の滝．

　

本種は， 本州中部以北と北海道の他， 東シベリア・カムチャツカ・樺太・千島に分布する． 北海道では全

域にわたり分布する（伊藤ら １９９４）．

　

染色体数は， 既に日本産（産地不明）で ロ メあす餌Ｌ‐ｖａｒ－〆の卿勿”α Ｗｅｄｄ．として２ｎ＝７８（中島 １９５５）が報

告されている他， ロ シア産 で２ｎ＝ｃａ．７０（Ｐｒｏｂａｔｏｖａ＆Ｓｏｋｏｌｏｖｓｋａｙａｌ９９０）， ２ｎ＝７８（Ｇｅｌｔｍａｎｌ９８４）， ２ｎ＝

７６一７８（Ｓｏｋｏｌｏｖｓｋａｙａｌ９６５）が報告されている． エゾイラクサの染色体は小さく， 算定は困難であったが，

用いた２個体の染色体数はともに２ｎ＝７８で， 中島や Ｇｅｌｔｍａｎの結果と一致する．

　

エゾイラクサとホンバイラクサは， エゾイラクサが托葉が２個で， 葉は狭卵形であるのに対し， ホンバイ

ラクサは， 托葉が４個， 葉は披針形と， 托葉の数と葉形で区別されているけれども， 托葉の合着する性質は

絶対的ではなく， ホンバイラクサをエゾイラクサの個体変異にすぎない可能性も指摘されている（前川ら

１９６１）．染色体数の点からは，日本産のホンバイラクサが２ｎ＝２６（西川 １９８６）の２ｆ割本で，エゾイラクサが２ｎ＝

７８の６倍体であることから， 個体変異という見解は支持し難い．

Ｐｏｌｙｇｏｎａｃｅａｅ タデ科

３６３． Ｒｏ収卯”“粥 肌ｃ卿瓦解郡ｅＦｒ．Ｓｃｈｍ．（＝ 尺の勧霧“αｓαｃ加産粥“彫（Ｆｒ．Ｓｃｈｍ．）Ｎａｋａｉ）（オオイタドリ）

　

２ｎ＝４４， Ｆｉｇ．１ーＣ， 斜里町越川．

　

本種は， 北海道から本州中部以北の日本に分布する他， 千島・樺太・朝鮮にも分布する． 北海道では全域

に分布し（伊藤ら１９９４）， 山地路傍や河川敷に普通にみられる高さ２ｍにも達する大型の植物である．

　

染色体数は， 既に日本産でＳｉｎｏｔｏ（１９２９）によりｎ＝２２（栽培， 産地不明）とｊａｒｅｔｚｋｙ（１９２７，１９２８）により

２ｎ＝４４（産地不明）が報告されている他， ロシアから樺太産の植物で２ｎ＝ｃａ． ４４， ４４（Ｓｏｋｏｌｏｖｓｋａｙａ

　

ｌ９６０ａ，

１９６０ｂ，１９６５）の他，２ｎ＝ｃａ．６６（Ｆｅｄｏｒｏｖｌ９６９）も報告されている． 朝鮮からは２ｎ＝１０２（Ｌｅｅｌ９７２）の報告もあ

る． さらに逸出植物として分布域外のイギリスとポーランドから２ｎ＝４４（Ｂａｉｌｅｙ ＆ Ｃｏｎｏｌｌｙ １９８５，
Ｗｃｉｓｌｏ

ｌ９７７）の報告もある．

（２）
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Ｌｑ〉α能α ろ“坊琉の噛，２ｎ＝６８（Ｋｏｓｈｉｋａｗａ，Ｓｈａｒｉ）． Ｃ．Ｐｏ収卿“”伽 ｓα披露物ｅ“ｓｇ，２ｎ＝４４（Ｋｏｓｈｉｋａｗａ，
Ｓｈａｒｉ）． Ｄ．Ｃありｓ閉めを欄紛碗月αｇ〆／坊の似粥，２ｎ＝２４（Ｍｅｏｔｏ‐ｎｏ－ｔａｋｉ，Ａｓｈｉｂｅｔｓｕ）．Ｅ‐Ｄｍ叱 るの彫〆嬢２ｎ＝

３２（Ｋｏｎｂｕｍｏｒｉ，Ｎｅｍｕｒｏ）． Ｆ．Ｌｙα夢郷 彰ｃｆｄ２榔，２ｎ＝２２（Ｋａｍｅｋａｗａ，Ｋｉｋｏｎａｉ）‐ Ｇ．Ｃｏクウメα偽 物ｃ禽α，
２ｎ＝１６（Ｂｉｂｉ，Ｃｈｉｔｏｓｅ）． Ｈ． Ｌッｃ（め硲

　

彰ｃＺｄ２鴻，２ｎ＝６６（Ｎｏｔｏｒｏ‐ｋｏ， Ａｂａｓｈｉｒｉ）－

　

工． Ｃたり締切彰“粥粥

惚粥ｏｓ”粥，２ｎ＝２４（Ｍｅｏｔｏ‐ｎｏ－ｔａｋｉ，Ａｓｈｉｂｅｔｓｕ）‐ Ｊ‐Ａｄの昭 伽ｏｓ 幻影夏物”，２ｎ＝３６（Ａｒａｓｈｉｙａｍａ，ｎｅａｒ

Ａｓａｈｉｋａｗａ）． Ｋ．Ｌｙｃ物硲 伽αｚたねｍ雄，２ｎ＝３３（Ｋａｓｈｉｗａｂａｒａ，Ｔｏｍａｋｏｍａｉ）‐ Ｌ．Ｓ御坊ｍｇｚｚら焔”＠”ね，
２ｎ＝２６（Ｋｏｎｂｕ１ｍｏｒｉ，Ｎｅｍｕｒｏ）． Ｍ．乙劣り閑 創似沈々 如粥鷹 ２ｎ＝２２（Ｋａｌｎｅｋａｗａ，

Ｋｉｋｏｎａｉ）． Ｎ．Ａ財湯ｅ
物“”彰，翌鷲ｖａｒ．ｃｏ”ｇＢＳね，２ｎ＝１４ Ｍｅｏｔｏ－ｎｏ－ｔａｋｉ，Ａｓｈｉｂｅｔｓｕ）．０．財錦ｅｃ庇物 ”７２４“如ね，２ｎ＝２２，（Ｍｅｏｔｏ

‐ｎｏ－ｔａｋｉ，Ａｓｈｉｂｅｔｓｕ）． Ｓｃａｌｅｂａｒ：１０“ｍ‐
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オオイタドリは雌雄異株とされているが， 今回用いた植物（１個体）は両性花をつける． 染色体数は２ｎ＝４４

で， これまで日本で報告された数と一致する．

３６４． Ｐｏ収容ｏれ“伽 ｗａｙ“物錆 Ｆｒ．Ｓｃｈｍ． （＝ Ａの仰ぎｏｍ“ ｗの売物”（Ｆｒ．Ｓｃｈｍ．） Ｈａｒａ，
ＰＺＢ“ＯＰｆｇメリッ粥伽

　

ｗａｙ力ｃ崩す（Ｆｒ‐Ｓｃｈｍ．）Ｈ．Ｇｒｏｓｓ）（ウラジロタデ）２ｎ＝２０， Ｆｉｇ‐２－Ａ， 苫小牧市沼の端．

　

本種は， 本州の中部以北と北海道に分布する他， 樺太・千島に分布する． 磯地に生育し， 地下茎を伸して

増え， 葉の裏面に白い密毛をつける特徴がある．

　

染色体数については， 既に日本産（栽培；産地不明）の植物で２ｎ＝２０（Ｄｏｉｄａｌ９６１）が報告されている他， ロ

シアからも日本と同じ２ｎ＝２０が報告さ れて いる（Ｓｏｋｏｌｏｖｓｋａｙａ

　

ｌ９６０，
Ｓｏｋｏｌｏｖ

　

＆

　

Ｋｏｎｄｒａｔｅｎｋｏｖａ

　

ｌ９８３，

Ｐｒｏｂａｔｏｖａｅｔａｌ．１９８９，ｃｆ‐Ｆｅｄｏｒｏｖｌ９６９）． 今回観察した３個体（雄株）の染色体数はいずれも２ｎ＝２０で， 結

果は既報と一致する．

　

本種には高山で生育し， 葉が無毛で緑色を示す変種のオンタデｖａｒ務め彰”粥 Ｍａｘｉｍ．が知られている． そ

の染色体数はＤｏｉｄａ（１９６０）（富士山産）とＳｕｇｉｕｒａ（１９２５）（Ｐｏ友部％”ｍｓα姻族“Ｎａｋａｉとして， 立山室堂産）

により， それぞれ２ｎ＝２０， ｎ＝１０が報告されており， 染色体数は母種と同じである．

Ｐａｐａｖｅｒａｃｅａｅ ケ シ 科

３６５． Ｃｏ７ｙｄα廃 すれじなｚｚ（Ｔｈｕｎｂ－）Ｐｅｒｓ‐（ム ラサ キケマ ン） ２ｎ＝１６， Ｆｉｇ‐２一Ｇ， 千歳市美 ．々

　

日本の他， 中国にも分布する． 北海道での分布は， 渡島・胆振・日高・石狩・十勝・釧路・網走（伊藤ら

　

１９９４）

で， 道南から道央を経て道東に分布するアカシデ型（渡辺・大木１９６０）を示す． 分布しない道北の旭川でも栽

培すると， 開花結実し， 生育する．

　

染色体数は，既にＴａｋｅｕｃｈｉ（１９７１）により青森県小湊と宮城県仙台産で２ｎ＝１６が報告されている．用いた３

個体も２ｎ＝１６で， 結果は一致する．

Ｃｕｒｕｃｉｆｅｒａｅ アブラナ科

３６６‐

　

ＣＤ魂毎α“α 噂わ“ｇ所〆彰 ＤＣ‐（トモシリソウ）２ｎ＝１４， Ｆｉｇ．２－Ｂ， 根室市昆布盛．

本種は， オホーツク海沿岸・ベーリング海沿岸・アラスカ湾岸と， 周北極分布する植物の一つで， 形態に

変異が多く，Ｃｏ流Ｚｍ“αｏが化す”α卿ＺＳＬｉｎｎ‐，あるいは Ｃ．αだ海αＳｃｈｌｅｃｈｔ‐の亜種とされることがある（Ｈｕｌｔｅｎ

ｌ９７１）． 日本ではこの属にトモシリソウ１種のみがある． 北海道での分布は釧路・根室・網走（伊藤ら １９９４）

で， 海岸の岩上に生育する．

　

染色体数については， 既に北海道（厚岸）産の植物で Ｍａｔｓｕｕｒａ＆Ｓｕｔｏ（１９３５）によりｎ＝７が， 道東（産地

不明）産でＧｉｌｌ（１９７１）により２ｎ＝１４が， さらにロシアから Ｃ．鯛ご力餌ｓｓｐ．のあれｇ所〆競（ＤＣ．）Ｐｅｔｒｏｖｓｋｙ と し

て Ｂｅｒｋｕｔｅｎｋｏ＆Ｇｕｒｚｅｎｋｏｖ（１９７６）により２ｎ＝１４が， それぞれ報告されている． 今回観察した根室市落石産

の植物（２個体）も２ｎ＝１４で， 結果は一致する．

３６７． Ｄｍ彰 ろ鯛８餌ＺＳＤＣ‐（エゾイヌナズナ）２ｎ＝３２，Ｆｉｇ．１－Ｅ， 根室市昆布盛．

北海道の網走を除いた（伊藤ら１９９４）海岸の岩上にはえるモイワナズナに似た植物で，果実はねじれる特徴

がある． 種としてはロシア極東地方から北海道， 千島， アリューシャン列島， 北アメリカとオホーツク海と

北太平洋沿いに分布する．

（４）
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２１

染色体数については， ロ シア産 で Ｄ．卿“‘８〃ｓＺＳ（Ｔｕｒｃｚ‐）Ｎ．Ｂｕｓｃｈ．と して２ｎ＝１６（Ｇｕｒｚｅｎｋｏｖｌ９７３）と２ｎ＝

６４（Ｚｈｕｋｏｖａ＆ Ｐｅｔｒｏｖｓｋｙｌ９８４）， カナダ産の植物でｎ＝４０，２ｎ＝８０（Ｍｕｌｌｉｇａｎｌ９７０）が報告されている他，

Ｈｅｉｌｂｏｒｎ（１９２７）により２ｎ＝８０（産地不明）が報告されている．今回の用いた植物（２個体）の染色体数は２ｎ＝３２

で， この種ではこれまで報告されていない数である． 近縁の山地の岩上に生育するモイワナズナは， 染色体

数が２ｎ＝６４（山崎 １９３６， 西川 １９９３）で， さらに倍数化している．

Ｓａｘｉｆｒａｇａｃｅａｅ ユ キ ノ シ タ 科

３６８‐

　

Ａｓ翻彰 劫”７２ろ８増”（Ｓｉｅｂ．ｅｔＺｕｃｃ．） Ｍｉｑ．ｖａ ｃ伽ｇｇｓ加 Ｈ．Ｂｏｉｓｓ．（＝ Ａ．ｏ加川ゆ毎Ｚ如 Ｍｉｑ‐）（トリア

　

シショウマ） ２ｎ＝１４， Ｆｉｇ．１－Ｎ ＆２－Ｄ， 芦別市夫婦の滝．

　

本種は日本特産で， 本州中部以北と北海道に分布する． 北海道では全域に広く分布する （伊藤ら １９９４）．

　

用いた２個体でいづれも２ｎ＝１４の染色体数が観察された．本種の染色体数は，これまで観察されておらず，

今回初めて報告される．

　

チダケサシ属の染色体数は，２ｎ＝１４と２ｎ＝２８が多く報告され （Ｆｅｄｏｒｏｖｌ９６９）， 染色体基本数は， Ｘ＝７

（Ｄａｒｌｉｎｇｔｏｎ ＆ Ｗｙｌｉｅｌ９５５）とされているので， トリアシショウマは２倍体である． トリアシショウマは，

全体の大きさ， 小葉の形， 花の色， 花序の大きさなどに著しい変異がみられるので， 変異に倍数性が関与し

ているのかもしれない．

３６９． Ｃゑかｓｏゆを欄”ｍ 九徳βＺ／能粥粥 Ｆｒ‐Ｓｃｈｍ．（ツルネコノメソウ）２ｎ＝２４， Ｆｉｇ．１－Ｄ， 芦別市夫婦の滝．

　

本種は，日本では四国，本州近畿地方以北と北海道に分布する．北海道では全域に分布する（伊藤ら １９９４）．

葉は常に互生し， 花後走出枝を出し， 発根する特徴を持つ．

　

日本産植物の染色体数については， 札幌市藻岩山産の植物でｎ＝１２（Ｍａｔｓｕｕｒａ ＆ Ｓｕｔｏｌ９３５）， 長野県戸

隠村産の植物で２ｎ＝２４（Ｆｕｎａｍｏｔｏ＆Ｔａｎａｋａｌ９８８ａ）が報告されている． 今回用いた植物（３個体）も２ｎ＝２４

で， 結果は一致する．

　

ツルネコノメソウは日本の他， 朝鮮， 中国（東北）・沿海州・樺太・千島にも分布し， ロシアの沿海州から

日本と同じ２ｎ＝２４（Ｓｏｋｏｌｏｖｓａｋｙａｌ９６６）が報告されている．

３７０． Ｃゐりｗゆを〃粥粥 粥粥ｏｓ“伽 Ｍａｘｉｍ．（マルバネコノメ）２ｎ＝２４， Ｆｉｇ．１－１， 芦別市夫婦の滝．

　

本種は， 花茎の基部から走出枝を出し， 植物体に毛があり， 葉は対生する特徴がある． 日本では， 本州近

畿以北と北海道に分布する． 北海道では留萌・根室を除いて分布する（伊藤ら １９９４）．

　

日本の他， 朝鮮からアムール地方， 樺太に分布し， ロシアから２ｎ＝１２，２４（Ｓｏｋｏｌｏｖｓｋａｙａｅｔａｌ．１９８９）の

報告があるが， 日本産の植物については，２ｎ＝２４が Ｋｕｒｏｓａｗａ（１９７７）により栃木県日光産の植物や，
Ｆｕｎａｍｏｔｏ ＆ Ｔａｎａｋａ（１９８８ｂ）により青森県十和田町や秋田県河辺町， 栃木県戦場ケ原産の植物で， それぞ

れ報告されている． 今回の観察も２ｎ＝２４で， 日本産の結果と一致する．

３７１‐

　

税鎚防“増αるｍｃ彰α如 Ｄ．Ｄｏｎ（キョシソウ）２ｎ＝２６， Ｆｉｇ．１－Ｌ， 根室市昆布盛．

　

本種は北方系の植物で， 樺太から北海道を経て， 千島， カムチャツカ， ベーリング海沿岸， アラスカ北太

平洋に分布する（Ｈｕｌｔきｎｌ９７１）． 北海道では根室（伊藤ら１９９４）の海岸の岩地に分布する． 旭川で栽培して観

察すると， ５月下旬に咲き始め， 開花につれ花茎を伸し， 花茎の頂部に花を集散状につける． さく果はネコ

ノメソウ属のものに似て， やや偏平である．

（５）



西

　

川

　

恒

　

彦２２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

西

　

川

　

恒

　

多

　

染色体数については， ロシアのチュコト半島産で２ｎ＝２６（Ｚｈｕｋｏｖａｌ９８２， Ｚｈｕｋｏｖａ＆Ｐｅｔｒｏｖｓｋｙｌ９８７）の

報告があるが， 日本産については２個体の植物で今回初めて２ｎ＝２６を観察し， 算定結果は一致する． 本種で

観察された２ｎ＝２６の数は， Ｓ‘鴻坊“昭α属では最も多く報告されている数である（Ｆｅｄｏｒｏｖｌ９６９）．

　

日本のムカゴユキノシタ節に本種の他， 本州の高山に分布するムカゴユキノシタ Ｓ‐解γ％”αＬｉｎｎ‐がある．

その染色体数は，２ｎ＝２４， ２６（Ｚｈｕｋｏｖａｌ９８０，
Ｚｈｕｋｏｖａ ＆ Ｐｅｔｒｏｖｓｋｙｌ９８７）の報告があるものの， 多くは

２ｎ＝３６以上の数（ｃｆ．Ｆｅｄｏｒｏｖｌ９６９，Ｚｈｕｋｏｖａ＆Ｐｅｔｒｏｖｓｋｙｌ９８７）であり， キヨシソウよりは染色体数が多く

なっている．

Ｌｅｇｕｕｎｎｉｎｏｓａｅ

　

マ メ 科

３７２‐

　

品８ゐＭ粥粥 りためｉｄｇｓＴｕｒｃｚ．（イワオウギ）２ｎ＝１４， Ｆｉｇ．２一Ｇ， 岩内町鵜の岩．

　

日本では本州中部以北と北海道に分布する． 高山に生育する植物であるが， 今回の採集地は海岸の岩場の

低地である． 北海道では， 狩場山系， 胆振， 後志， 余市山系， 石狩， 夕張山系に分布する（伊藤ら １９９４）． イ

ワオウギは果実に特徴があり， ２ー４個の小節果からなる節果である． 成熟した果実は裂開せずに， ぱらぱ

らになる． 採取した果実を旭川で取り播きすると約２週間で発芽した．

　

染色体数の観察には， 発芽した個体と採取した個体（２個体）の根端を用い，２ｎ＝１４を観察した． 本種は，

朝鮮北部から中国（東北）， シベリア東部に分布し， ロシア産で２ｎ＝１４（Ｚｈｕｋｏｖａｌ９６９，１９８３）が報告されてお

り， 結果は一致する． 亙．凝ｓ““８％ｓｇｓｃｈｉｓｃｈｋ‐ｅｔＫｏｍａｒ．は， 本種のシノニムとされることもあるが， その

染色体数は２ｎ＝１６（Ｇｕｒｚｅｎｋｏｖｌ９７３，ｃｆ．Ｆｅｄｏｒｏｖｌ９６９）が報告されており， イワオウギとは染色体数が異な

る．

Ｂａｌｓａｍｉｎａｃｅａｅ ツリフネソウ科

３７３． ｉ伽めの迄焔 ｉｇｚｚｏ“ Ｍｉｑ．（ツリフネソウ）２ｎ＝２０， Ｆｉｇ．２ーＦ， 千歳市北信濃．

　

染色体数については， 既にｌｓｈｉｋａｗａ（１９６０）（産地不明）によりｎ＝１０報告がある． 用いた２個体の植物で

２ｎ＝２０を算定し， 結果は一致する． 本種は， 日本の他， 朝鮮・中国（東北）にも分布し， 朝鮮から日本と同じ

２ｎ＝２０（Ｌｅｅｌ９６７）が報告されている． 北海道にはキツリフネも分布し， その染色体数は同じく２ｎ＝２０（西川

１９９０）である．

Ｃｏｒｎａｃｅａｅ ミ ズ キ 科

３７４‐

　

Ｃｏ伽 鮒 ｃαれαｄＢ”ｓＺＳＬｉｎｎ‐（＝ Ｃ加伽αゆｅ“ｃ拶伽８れ”伽 伽れα御 郡Ｚｓ（Ｌｉｎｎ．）Ａｓｃｈ‐ｅｔＧｒａｅｂｎ‐）（
ゴゼンタ

　

チバナ）２ｎ＝４４， Ｆｉｇ‐２－Ｅ， 上川町浮島湿原．

本種の染色体数は，２ｎ＝２２と２ｎ＝４４の２種類が知られている．２ｎ＝２２はアラスカやカナダ西部に産する植

物で（Ｐａｃｋｅｒｌ９６４，
Ｈｅｄｂｅｒｇｌ９６７，Ｍｕｌｌｉｇａｎ ＆ Ｃｏｄｙｌ９７１，

Ｂａｉｎ ＆ Ｄｅｎｆｏｒｄｌ９７９）， ２ｎ＝４４（ｎ ＝２２）はアメ

リカ東部に産する植物（Ｄｅｒｍｅｎｌ９３２，
Ｆｅｒｇｍｓｏｎｌ９６６，

Ｃ１ａｙ ＆ Ｎａｔｈｌ９７１，Ｌ６ｖｅ＆ Ｌｏｖｅｌ９８２）と樺太に産す

る植物（Ｓｏｋｏｌｏｖｓｋａｙａｌ９６０）で， それぞれ報告されている． 日本に産する植物の染色体数はこれまで知られ

ておらず，今回２ｎ＝４４（２個体）を観察した．染色体数はアメリカ東部や樺太に産する植物のものと一致する．

（６）
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ゴゼンタチバナは， 東アジア－北アメリカ型の周極分布をする． その際， ２倍体が北米西部に， ４倍体が

北米東部と東アジアに分布する点で， 植物地理学上興味深い種である． 日本では， 四国， 本州（中部以北），
北海道に分布し， 亜高山から高山帯の林床や林緑に生育する． 近縁のエゾゴゼンタチバナＣ．ｓｚｅｃ幻は， 東ア

ジアから北ヨーロッパ， 北アメリカとゴゼンタチバナより広い分布をし， 染色体数は２ｎ＝２２（Ｂａｉｎ＆ Ｄｅｎ‐

ｆｏｒｄｌ９７９， Ｚｈｕｋｏｖａｌ９８２） が報告されている． 日本では北海道東部にのみ分布する（伊藤ら １９９５）．
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Ｆｉｇ．２． Ｓｏｍａｔｉｃｃｈｒｏｍｏｓｏｍｅｓ． Ａ‐Ｐｏ叡ぎｏ““粥 ｗａｙγＺ叱れ ２ｎ＝２０（Ｎｕ］ｍａｎｏｈａｔａ，Ｔｏ１ｍａｋｏｍａｉ）． Ｂ‐
Ｃｏ物／ｍγ幻 ｏｂわ“髭声域α，２ｎ：１４（Ｋｏｎｂｕｍｏｒｉ，Ｎｅｍｕｒｏ）． Ｃ．Ａ勤め８ 劫”“虎増すＺｖａｒ‐ のれｇ鐙如，２ｎ＝１４

，
（Ｍｅｏｔｏ－ｎｏ－ｔａｋｉ，Ａｓｈｉｂｅｔｓｕ）． Ｄ．乙Ｚ“″如 煎りｏ”Ｚｍ，２ｎ＝１２（Ｎｏｔｏｒｏ－ｍｉｓａｋｉ，Ａｂａｓｈｉｒｉ）． Ｅ．Ｃ〃““ｓ

ｃα％”ｄｅ“ｓＺｓ， ２ｎ＝４４（Ｎｅａｒ Ｕｋｉｓｈｉｍａ－ｓｈｉｔｕｇｅｎ， Ｋａｍｉｋａｗａ）． Ｆ・上粥力鱗Ｚ８ｍ

　

卿ぼり幻

　

２ｎ＝２０（Ｋｉｔａ～

ｓｈｉｎａｎｏ，Ｃｈｉｔｏｓｅ）． Ｇ． 鼠ｅのｓ〃”粥 りたのＺばＢＳ，２ｎ＝１４（Ｕｎｏｉｗａ，ｌｗａｎａｉ）． Ｈ．Ｐの化ｚｃのめα の創ｏｓα ｖａｒ．

α〆ｃαｏｉｄｅｓ，２ｎ＝３８（Ａｒａｓｈｉｙａｍａ，ｎｅａｒＡｓａｈｉｋａｗａ）． Ｓｃａｌｅｂａｒ：１０”ｍ．
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種子を秋にまき翌春に発芽した幼植物を観察すると，２ｎ＝２２の２倍体のエゾゴゼンタチバナは， 葉が対生

であるのに対し，２ｎ＝４４の４倍体のゴゼンタチバナの葉は輪生であるが， 葉はエゾゴゼンタチバナのように

対生である． この性質は， 倍数性と共にエゾゴゼンタチバナとの系統関係を示す証拠の一つであろう．

Ｌａｂｉａｔａｅ

　

シソ科

３７５． 乙γｃｏｐ節 彰ｃｚｄ“ｓＴｕｒｃｚ‐（シロネ）２ｎ＝２２， Ｆｉｇ．１－Ｍ， 木古内町亀川；２ｎ＝６６， Ｆｉｇ‐１－Ｈ， 網走市能

　

取湖．

　

本種は日本の他，朝鮮・中国・シベリア・北アメリカに分布する．北海道では全域に分布する（伊藤ら １９８７）．

太い飼旬する白い地下茎をもち， シロネ属では最も大形である．

　

木古内産の植物で２ｎ＝２２（２個体）， 網走産で２ｎ＝６６（２個体）の染色体数が観察され， 種内倍数性が認めら

れた． 本種の染色体数の報告についてはこれまでなく， 今回初めてである．２ｎ＝６６の植物は２ｎ＝２２の植物に

比べ， やや大きく， 葉は細い傾向が認められる他， 葉裏の脈上に長毛があるのに対し，２ｎ＝２２の植物は無毛

である． 葉裏に長毛がある点ではケシロネｖａｒ‐廟“”ｓＲｅｇｅｌに似ているが， 茎は節を除いて無毛である． 倍

数性と分布， 形態との関連について今後調査が必要である．

３７６‐

　

乙ッＣｏｐ雄 伽鯛次幻〃”ｓ（Ｍａｘｉｍ．）Ｍａｋｉｎｏ（ヒメ シロネ） ２ｎ＝２２， Ｆｉｇ‐１－Ｆ， 木古内町亀川 ；２ｎ＝３３，

Ｆｉｇ． １－Ｋ， 苫 ・牧市沼の端．

　

シロネに似た植物であるが， 地下茎に肥大部はなく， 茎は細く２－３ ｍｍ， 全体小形である． 北海道では

全域にわたって分布する（伊藤ら １９８７）．

　

本種は， 日本の他， 朝鮮・中国（東北）・東シベリアにも分布し， ロシアのプリモルスキー地方産の植物で

２ｎ＝２２（Ｓｏｋｏｌｏｖｓｋａｙａｅｔａｌ‐１９８６）が報告されている． 今回用いた木古内産の植物（２個体）は，２ｎ＝２２とロ

シア産と同じ数が観察されたが， 苫小牧産の植物では２ｎ＝３３が観察され， ヒメシロネに種内倍数性が認めら

れた． シロネと同様に倍数性と分布， 形態との関連について今後調査が必要である．

Ｓｃｒｏｐｈｕｌａｒｉａｃｅａｅ ゴマ ノ ハ グサ 科

３７７． “〃α“”〆のｏ％たαＭｉｑ．（ウンラン）２ｎ；１２， Ｆｉｇ‐２－Ｄ， 網走市能取岬．

　

日本では， １属１種の植物である． 北海道， 本州， 四国の海岸砂地にはえ， 多肉の葉と淡黄色の花をもつ

特徴がある． 北海道では， 空知と上川を除く全域に分布する（伊藤ら １９８７）．

　

日本産の染色体数の報告はこれまでなく， 今回網走市能取岬産（１個体）で２ｎ＝１２を観察した． 本種は日本

の他， 朝鮮， 中国（東北）， ウスリー， 樺太， 千島と， 日本海沿いに分布し， ロシア（樺太）産で日本と同じ２ｎ＝

１２（Ｓｏｋｏｌｏｖｓｋａｙａｌ９６０，１９６５）が報告されており， 結果は一致する． 観察された２ｎ＝１２の数は， この属では最

も普通に見られる数である（Ｆｅｄｏｒｏｖｌ９６９）．

Ａｄｏｘａｃｅａｅ

　

レ ン プク ソ ウ 科

３７８． Ａｄｏ卿 粥ｏｓ物αＺＢＺＺ彰αＬｉｎｎ‐（レンプクソウ）２ｎ＝３６， Ｆｉｇ‐１－Ｊ， 旭川近郊嵐山．

本種は北半球の温帯に広く分布する． 日本での分布は， 本州近畿以北と北海道で， 北海道では全域にわた

る．

（８）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北海道産植物の染色体数（１８）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２５

　

染色体数は， ヨーロッパ， 東アジア， 北アメリカなど外国産の植物が２ｎ＝３６である（ｃｆ．Ｆｅｄｏｒｏｖｌ９６９）．

これに対して日本では， 札幌藻岩山産の植物でｎ＝２８（Ｍａｔｓｕｕｒａ＆Ｓｕｔｏｌ９３５）， 仙台産の植物で２ｎ＝５４（及

川 １９４２）， 武蔵浅川近隣産の植物で２ｎ＝４５と２ｎ＝５４（Ｈａｒａ

　

ｌ９５６）， 東村山産の植物で２ｎ＝５４ （Ｎｏ罫」ｃｈ

　

＆

Ｋａｗａｎｏｌ９７４）が報告されている他，北海道の知床半島（Ｋｕｒｏｓａｗａｌ９６０），藻琴湖と弟子屈町川湯（Ｋｕｒｏｓａｗａ

ｌ９８３）産の３ヵ所の植物で２ｎ＝３６， 本州でも尾瀬や軽井沢産の山地の植物で２ｎ＝３６（Ｋｕｒｏｓａｗａｌ９８３）が報告

されている．

　

今回用いた植物（３個体）の染色体数は２ｎ＝３６で， 北海道での Ｋｕｒｏｓａｗａ（１９６０，１９８３）の結果と一致する．

旭川で栽培して観察すると， レンプクソウは節部が少し肥厚した白い地下句枝をのばして栄養繁殖するが，

花はよく結実する． 及川は２ｎ＝５４の植物は三価染色体も観察され， 種子をつけないことから， レンプクソウ

は３倍体であろうとしている． 倍数性が果実の結実の良し悪しと関連しているのかもしれない．

Ｒｕｂｉａｃｅａｅ

　

ア力ネ科

３７９． 屑物じ庇”α“７２α“わＺＱｓｉｅｂ．ｅｔＺｕｃｃ‐（ツルアリドオシ）２ｎ＝２２， Ｆｉｇ．１－○， 芦別市夫婦の滝．

　

ツルアリドウシ属は， 東アジアと北アメリカ東部の分布型をする． この属には２種あり， 一つは東アジア

のツルアリドウシ， もう一つは北アメリカの 屑‐〆ゆ靴ｓである．

　

ツルアリドウシは， 日本では， 北海道から九州まで分布する． 北海道では十勝と根室を除いた全域に分布

する（伊藤ら１９８７）． 栽培して観察すると， 茎は四角形で細く，地上を銅旬して伸び，節から発根し，葉廠に

花をつけた．

染色体数については， 高知県（横倉山）産の植物で２ｎ＝２２（Ｒｏｂｂｒｅｃｈｔ，Ｐｕｆｆ＆工ｇｅｒｓｈｅｉｍｌ９９１）が報告され

ている． 染色体は互に接近するものが数対認められ， 算定しにくいが，２ｎ＝２２（１個体）を観察し， 結果は一

致する． 北米の近縁種 肌．“ゆ８絡 も２ｎ＝２２（Ａｔｃｈｉｓｏｎｌ９４７）で， 染色体数には違いがない．

Ｃａｍｐａｎｕｌａｃｅａｅ キ キ ョ ウ 科

３８０． Ｐｅ粥姻ゆα 鉱物ｏｓα（Ｗａｌｌ‐）Ｈｏｏｋ．ｆ．ｅｔＴｈｏｍｓ．ｖａｒ‐ｃ銘じ鑑ｏｉｄｇｓ（Ｆｒ．Ｓｃｈｍ．）Ｍａｋｉｎ タニギキョウ）

　

２ｎ＝２８， Ｆｉｇ．２－Ｈ， 旭川近郊嵐山．

　

タニギキョウ属は， １属１種の植物である． 変種のタニギキョウは， 日本の他， 朝鮮， 南千島， 樺太， カ

ムチャツカに分布する． 北海道では広く分布する．

　

染色体数は， 鎌倉と尾瀬産の植物で２ｎ＝ｃａ‐２８（原・黒沢 １９６５）， 岩木山産で２ｎ＝２８（Ｋｕｒｏｓａｗａｌ９６６），

谷川岳と赤城産で２ｎ＝２８（荒野・斎藤 １９７４）の報告がある他， ロシアからは樺太産で Ｐ

　

ｃｚだαβＤｉｄβｓ （Ｆｒ‐

Ｓｃｈｍ）Ｆｅｅｒと して， ２ｎ＝ｃａ‐２８（Ｓｏｋｏｌｏｖｓｋａｙａｌ９６０）が報告されている． 今回観察に用いた浮島湿原（２個

体）と嵐山（１個体）産の植物は２ｎ＝２８であるが，互に接近しあう染色体が数対あり，なかでも一対は互に重な

る傾向があり， しばしば２ｎ＝２７にみえ，正確な算定が困難であった．２ｎ＝ｃａ．２８と報告されているのはこのよ

うに重なる染色体があるためであろう． 染色体の構造変化と形態変異の大きさとが関連しているかもしれな

い．浮島湿原産の植物では付随体をもつ染色体が一対ある．母種の染色体は，ヒマラヤ産の植物で２ｎ＝３０（原・

黒沢 １９６５）と２ｎ＝ｃａ‐３０ ｕｒｏｓａｗａｌ９７１）が報告されており， 染色体数を異にしている．

（９）
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１． 北海道産植物１３科２０種類の染色体数を調べた．

２． 得られた結果は次のとおりである．

（１） 次の種類の植物については初めて染色体数を算定した．

　　　　

トリア シショウマ

　

２ｎ＝１４

　　　　

シロネ

　　　　　　　　

２ｎ＝２２， ６６

（２） ムカゴイラクサ２ｎ＝６８， エゾイヌナズナ２ｎ＝３２， ヒメシロネ２ｎ＝３３と， 従来の報告とは異なる染色体

数を観察した．

（３） 残りの１５種類の植物については， 従来報告されている染色体数を確認した．
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Ｓｏｋｏｌｏｖｓｋａｙａ，Ａ．Ｐ．，Ｎ．Ｓ．Ｐｒｏｂａｔｏｖａ＆Ｅ．Ｇ．Ｒｕｄｙｋａ．１９８６．ＣｈｒｏｍｏｓｏｍｅｎｕｍｂｅｒｓｉｎｓｏｍｅｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｖｅｓｏｆＡｓｔｅｒａｃｅａｅ，

　　

ｌｒｉｄａｃｅａｅ，Ｐｏａｃｅａｅ，
Ｐｒｉｍｕｌａｃｅａｅ，ＶｉｏｌａｃｅａｅｆｒｏｍｔｈｅｆａｒｅａｓｔｏｆｔｈｅＵＳＳＲ‐ Ｂｏｔ．Ｚｈｕｒｎ．７１：１９５‐２００．

（１１）



２８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

西

　

川

　

恒

　

彦

Ｓｏｋｏｌｏｖｓｋａｙａ，Ａ．Ｐ．，トＪ．Ｓ．Ｐｒｏｂａｔｏｖａ ＆ Ｅ．Ｇ‐Ｒｕｄｙｋａ．１９８９． Ｃｈｒｏｍｏｓｏｍｅｎｕ］ｎｎｂｅｒｓｉｎｓｏｍｅｓｐｅＣｉｅＳｏｆｄコｅｆｌｏｒａｏｆｔコヒ１ｅ

　　

Ｓｏｖｉｅｔｆａｒｅａｓｔｆｒｏｍｔｈｅｆａｍｉｌｉｅｓ Ａｃｔｉｎｉｄｉａｃｅａｅ，
Ａｒｉｓｔｏｌｏｃｈｉａｃｅａｅ，

Ｆａｂａｃｅａｅ，Ｒａｎｕｎｃｕｌａｃｅａｅ，Ｓａｘｉｆｒａｇａｃｅａｅ‐ Ｂｏｔ‐

　　　

ｚｈｕｒｌ１７４：２６８－２７１‐

Ｓｕｂｒａｍａｎｉａｎ，Ｄ‐＆ Ａ．Ｔｈｉｌａｇａｖａｔｈｙ．１９８８． ＣｙｔｏｔｘｏｎｏｍｉｃａｌｓｔｕｄｉｅｓｏｆｓｏｕｔｈｌｎｄｉａｎＵｒｔｉｃａｃｅａｅ‐

　

Ｃｙｔｏｌｏｇｉａ５３：６７１－６７８．

Ｓｕｇｉｕｒａ，Ｔ．１９２５‐ ｏｎｔｈｅ ｍｅｉｏｔｉｃｄｉｖｉｓｉｏｎｏｆｐｏｌｌｅｎ‐ｍｏ伍ｅｒ‐ｃｅｌｌｓｏｆＰり勿厚ｏれ“粥 細りαｆｉｇ力 Ｎａｋａｉ． Ｂｏｔ‐Ｍａｇ‐Ｔｏｋｙｏ３９：

　　

２９１‐２９６．

Ｔａｋｅｕｃｈｉ，Ｙ‐１９７１‐ ＣｈｒｏｍｏｓｏｍｅｎｕｍｂｅｒｓｏｆｓｏｍｅＪａＰａｎｅｓｅＣｏ“〆塀禽ｓＰｅｃｉｅｓ． ＡｃｔａＰｈ賃ｏｔａｘ．Ｇｅｏｂｏｔ‐ ２５：１０‐１３．

渡辺定元・大木正夫．１９６０‐ 東北海道における温帯要素について． 北陸の植物８：９７‐１０１．

訳ｒｃｉｓｌｏ，Ｈ．１９７７‐ Ｃｈｒｏｍｏｓｏｍｅｎｕｕ＝ｎｅｒｓｉｎｔｈｅｇｅｎｕｓＲｏ収容り“”粥 Ｌ．ｓ．１．ｉｎＰｏｌａｎｄ． ＡｃｔａＢｉｏｌ．Ｃｒａｃｏｖ‐Ｓｅｒ．Ｂｏｔ．２０：１５３－

　　

１６５．

ＺＩ１ｕｋｏｖａ，Ｐ．Ｇ‐１９６９． Ｃｈｒｏｍｏｓｏｍｅｎｕｕ□ｎｂｅｒｓｉｎｃｅｒｔａｉｎｐｌａｎｔｓｐｅｃｉｅｓｉｎｄｉｇｅｎｏｕｓｔｏｔｈｅｎｏｒｔｈ－ｅａｓｔｏｆｔｈｅＵＳＳＲ‐ＩＶ‐ Ｂｏｔ．

　　

Ｚｈｕｒｎ－５４：１９８５‐１９９０‐

Ｚｈｕｋｏｖａ，Ｐ‐Ｇ．１９８０． ＣｈｒｏｍｏｓｏｍｅｎｕロｎｎｂｅｒｓｏｆｓｏｍｅＳｏｕｔｒｉｅｒｎＣｈｕｋｏｔｋａｐｌａｎｔｓＰｅｃｉｅｓ． Ｂｏｔ‐Ｚｈｕｎｎ‐６５：５１‐５９．

Ｚｈｕｋｏｖａ，Ｐ‐Ｇ．１９８２． Ｃｈｒｏｍｏｓｏｍｅｎｕｕ〔ｎｂｅｒｓｏｆｓｏｍｅｐｌａｎｔｓｐｅｃｉｅｓｏｆｎｏｒｔｈｅａｓｔＡｓｉａ． Ｂｏｔ‐Ｚｈｕｎｎ．６７：３６０一３６５．

Ｚｈｕｋｏｖａ，Ｐ．Ｇ．１９８３． ＣｈｒｏｍｏｓｏｍｅｎｕぱｎｂｅｒｓｏｆｓｏｍｅｓｐｅｃｉｅｓｏｆｔｒｌｅｆａｍｉｌｙＦａｂａｃｅａｅｆｒｏｍｎｏｒ伍‐ｅａｓｔＡｓｉａ‐ Ｂｏｔ．Ｚｈｕｎｎ．

　　

６８：９２５‐９３２．

Ｚｈｕｋｏｖａ，Ｐ．Ｇ－＆ れ、ｒ．Ｐｅｔｒｏｖｓｋｙｌ９８４． Ａｃ賃ｏｔａｘｏｎｏｍｉｃａｌｓｔｕｄｙｏｆｓｏｍｅｓｐｅｃｉｅｓｏｆ値ｅｆａｍｉｌｙＢｒａｓｓｉｃａｃｅａｅｉｎＮｏｒｔｈｅｒｎ

　　

Ａｓｉａ． Ｂｏｔ．Ｚｈｕｎｎ．６２：２３６‐２４０．

Ｚｒｌｕｋｏｖａ，Ｐ‐Ｇ．＆Ｖ‐Ｖ．Ｐｅｔｒｏｖｓｋｙ‐１９８７． Ｋａｒｙｏｔａｘｏｎｏｍｉｃｓｔｕｄｙｏｆｓｏｍｅｓｐｅｃｉｅｓｏｆｔｈｅｇｅｎｕｓ＆鎚所口％ぽ郷（Ｓａｘｉｆｒａｇａｃｅａｅ）

　　　

ｆｒｏｍ ｎｏｎｈｅｎ・Ａｓｉａ‐ Ｂｏｔ．Ｚｈｕｒｎ．７２：６３２‐６４０．

（１２）


